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酸化染毛剤には 1 剤と 2 剤があり，1 剤のプレカーサー
(pre)とカップラー(c)が 2 剤の酸化剤による酸化でカップリ
ングして発色する1)。 
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   2b          2c         2d        2e        2f 
2-2 吸収スペクトルの測定 
1a，1b，1c，1d はそれぞれ水で，2a はエタノールで，す
べて 5.0×10-3M に調製した。炭酸ナトリウムを水で 0.1M
に調製し，また水：エタノール＝1：1 の混合液を作った。
サンプル管にプレカーサーとカップラーを 1：1 になるよう
に 0.1mL ずつ，水とエタノールの混合液を 6.8mL，炭酸ナト



















ール 20mL に溶かしたものを混合し，炭酸ナトリウム 3g を
加え，pH＝10 に調製した。この時の溶液も暗青色であった。
以後同様の操作を行った。中和には酢酸を約 4mL 加え，赤








ル），3 つのスポットが見られた。また，生成物 186mg にも
































 NMR の解析結果から，生成物 A, B，C の構造は，
(pre)：(c)＝1：1 縮合物(3a)，(pre)：(c)＝1：2 縮合物(3b)，
(pre)：(c)＝1：1 縮合物(3c)とその互変異性体(3’c)であると
推定した。生成物 3a の１H-NMR を図 1，13C-NMR を図 2
に，スペクトルデータを表 1 に示す。収率は 3a が 35.7%，
3b が 0.3%，3c が 29.2%であった。生成物 D，E の構造は，
(pre)：(c)＝2：2 縮合物として 2 つの生成物(4a)(4b)ができ
ることがわかった。 
       
  3a               3b               3c 
         









図 1 3a の１H-NMR 
 
図 2 3a の 13C-NMR 
 
表 1 3a のスペクトルデータ 
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